
事業の概況（ 令和６ 年度）事業の概況（ 令和６ 年度）

当該事業年度における日本経済は一時停滞感を強めたものの回復基調を維持し、 幅広い分野

でインフレ経済への回帰が見られました。 農業においては自然災害や地域紛争などを背景に、

肥料や飼料などの資材価格は高止まり し 、 食料安全保障の土台に大きな影響を及ぼしました。

こ う した中、 当Ｊ Ａでは「 農業者の所得増大」「 農業生産の拡大」「 地域の活性化」 の実現に

向けて、 第８ 次中期経営計画に基づき取り 組みを進めてまいり ました。

主な事業活動と 成果については、 以下のと おり です。

第８ 次中期経営計画の着実な実践と 、 担い手・ 農業法人等に対する営農相談活動に取り 組み

ました。

特に、 生産資材高騰対策と して、 国、 県が実施する「 配合飼料価格高騰対策緊急経営支援事

業」「 施設園芸燃料価格高騰対策事業」「 園芸用出荷資材価格高騰対策事業」 の申請支援に取り

組みました。 また、 当組合独自対策と して地域農業振興積立金を活用し、 配合飼料等の助成を

行い農業経営の継続支援に取り 組みました。

令和６ 年産米の価格安定に向けて、 大豆、 備蓄米、 飼料用米、 園芸作物への転換に取り 組み

ました。 当管内で飼料用米専用種子「 ふく ひびき」 を独自に栽培し、 飼料用米交付金確保を図

り ました。

さ らに、 く ら しに寄り 添う 地域に根ざした事業と サービスの提供に努めました。

営農経済事業収支改善を目的に「 営農・ 経済事業の成長・ 効率化プログラム」 の１ 年目に取

り 組み、 “仕掛ける営農” による成長戦略と 、 事業管理・ 収支設計・ 運営の見直し による効率

化戦略を実践しました。

〈 米穀課〉

消費者・ 実需者と 結びついた特別栽培米の生産販売や、 フレコン出荷への推進拡大や直播栽

培など生産者のコスト 低減支援に取り 組みました。

〈 園芸課〉

「 めぐみ野」 の園芸品目作付け拡大や産消提携活動強化や、「 玉ねぎ」 機械化一貫体系、 さ ら

に「 サツマイモ」 等販売に関わるサプライチェーンの構築に取り 組みました。

〈 畜産課〉

仙台牛格付率向上に向けた共進会や研修会の実施や、 行政・ 関係機関と 連携し、 優良雌牛保

留の推進・ 繁殖雌牛群の整備に取り 組みました。

〈 加工販売課〉

みやぎ生協にて「 大めぐみ野市」「 めぐみ野学習・ 産地見学」 等を開催し産直ブランド 「 め

ぐみ野商品」 の普及拡大に取り 組みました。

角田納豆センターは、 角田産大豆の付加価値による農家所得向上を目的と して平成２ 年より

事業を展開しており ましたが、施設の老朽化及び原料と なる Ｊ Ａ管内の「 すずほのか小粒大豆」

の生産量は当初より 大きく 減少し、 その減少分を補う ため他地域の国産小粒大豆を代替原料と

して調達せざるを得ない状況が続いており ました。 当初の目的が果たせなく なってきているこ

組合の取り 組み

営農経済部門
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と を踏まえ、 生産者・ 生協関係者の皆様と 協議を重ね、 令和６ 年６ 月末納豆製造を中止いたし

ました。

〈 仙南シンケンフ ァ ク ト リ ー〉

地場産品を使用したメ ニューを提供するレスト ラ ン、 ク ラ フト ビール工場と して運営。 昨年

に続き国内最大級のビール審査会で仙南ク ラフト ビールが入賞するなど、 ビール品質向上に力

を注ぎ販路拡大と 醸造量増加に取り 組んでまいり ましたが、 レスト ラ ンにおいてはコロナ禍以

前の客足が戻らず厳しい事業運営と なっており ました。 レスト ラ ンメ ニューの改善、 新たな料

理人の確保等、 改善策を講じながら今後の施設活用について検討を重ねた結果、 令和７ 年３ 月

末をもって当組合による運営を中止し、 飲食業やク ラフト ビール醸造に精通した他業者による

運営に移行いたしました。

〈 生産資材課〉

水稲農薬など大型規格農薬を供給し生産資材のコスト 低減や、 Ｅ －Ｓ ＨＯＰ （ インターネッ

ト 注文） を充実さ せ、 春資材予約注文の利便性向上を図り ました。

〈 農業機械課〉

農業機械展示会を通じたスマート 農機の普及拡大や、 田植機・ コンバインの使用前後整備点

検の実施に努めました。

〈 葬祭課〉

ご遺族様の意向に寄り 添う サービスの提供、 Ｊ Ａ葬祭の認知度向上と 事前相談機能の充実、

職員の資質向上と 提案力強化に努めました。

〈 生活福祉課〉

自立支援サービスの強化や、 利用者へ関係機関と 連携した生活支援や生活環境・ 要望に合わ

せた在宅生活を支援しました。

〈 自動車課〉

組合員や取引先等への営業活動、 職員の知識・ 技術のレベルアッ プに努めました。

〈 金融課・ 融資課〉

出向く 体制による組合員・ 利用者・ 地域住民と の関係強化を図り 、 ラ イフプランイベント に

応じた金融サービスの提供と アフターフォローによる利用者と の接点強化に努めました。

農業融資については、 営農部門と の連携による農業者・ 農業関連業者・ 農業団体への訪問活

動や、 新たな取り 組みと して、 支店担当・ 農中担当と の出向く 活動を実施。 原油価格高騰・ 農

業資材等の高騰対策を目的と した資金対応の強化に努めました。

こ う した結果、 農業融資新規実行額は、 前年度対比で115百万円増加し、 635百万円（ 目標

達成率141.2％） と なり ました。

〈 共済課・ 普及課〉

Ｌ Ａ ・ スマイルサポーターによる３ Ｑ活動を基軸に、 組合員・ 利用者一人ひと り に寄り 添っ

た活動による 「 安心」 と 「 満足」 の提供に向け実践しました。

併せて、 あらゆるリ スク に備えるため「 ひと ・ いえ・ く るま・ 農業」 の総合保障提案活動・

はじまる活動を継続的に展開し、 生活保障基盤の維持・ 拡大に取り 組みました。

金融共済部門
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〈 地域活性化〉

各組織と 連携した参加型イベント の開催や女性部・ 青年部活動、女性大学の開催や出張講座、

体験・ 学習イベント 等を通じて、 地域農業の支援者である「 農業振興の応援団」 の拡大と ゆた

かな地域づく り に取り 組みました。

〈 経営強化〉

月次での収支モニタ リ ングと 事業計画の進捗管理を行う と と もに、 事業管理費の圧縮に向け

不稼働資産の流動化に取り 組みました。 また、 業務プロセスの点検と 改善提案、 コンプライア

ンス・ プログラムの策定と 実践等により 、 内部管理態勢の厳格化に取り 組みました。

〈 組織強化〉

Ｊ Ａへの理解促進と メ ンバーシッ プの強化を目的に組合員と の対話や事業評価調査（ アセス

メ ント ）、 各種アンケート に取り 組みました。 人材の育成と 確保に向け、 人材育成基本方針の

見直しを行い、 新たに人材育成ひと づく り 基本方針、 正職員の中途採用要領を制定しました。

組合員の皆様や地域の活性化に向けてお役に立てるよ う 事業活動に取り 組んできた結果、 令

和６ 年度事業活動の成果と して、 事業利益50百万円、 当期剰余金84百万円を計上するこ と が

できました。

こ れもひと えに組合員の皆様のＪ Ａ事業に対するご理解と ご協力の賜ものであり 深く 感謝申

し上げ、 こ こ に令和６ 年度の事業概況を報告いたします。

管理部門
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第８次中期経営計画 2023-2025 

令令和和６６年年度度のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅠⅠ..農農業業振振興興ププラランン  

「 農業者の所得増大」 と 「 農業生産の拡大」 に向け、 農業と 食の大切さ を追

求し 、 農業者と 共に地域の農業振興に貢献するためのプラ ン 。  

 

 

取取りり組組みみ結結果果  

 
①①地地区区営営農農ビビジジョョンンのの策策定定とと実実践践にによよるる地地域域農農業業のの振振興興  

地区営農ビジョンは、管内の市・町の農業振興ビジョンを考察し実効性のある「地域営農ビ

ジョン」として作成しました。一例としてＪＡの重点推進品目である「ブロッコリー」について、丸

森地区では大河原農業改良普及センターと協力し、収量増加・品質改善を目的に適期の防除

方法や適切な栽培・管理方法について生産者と共有し技術向上に努めました。その結果、収量

は前年対比１３２％、販売額は１４１％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

②②地地域域農農業業のの多多様様なな担担いい手手のの確確保保・・育育成成・・支支援援  
農業経営管理支援事業では、年間記帳代行について、担い手を中心に６２経営体へ経営管

理のサポートを行い所得向上の支援に努めました。 

担い手経営体への個別訪問では、ＪＡ事業の案内として１,７３３件、農産物作付けに関する営

農相談や農業融資、経営診断など７６０件訪問させていただきました。 

法人化事業承継にかかる個別相談会を４件実施のほか、税務申告等の理解を深めるため

に、令和６年１１月２７日にＪＡみやぎ仙南農業法人会研修会を開催し、ＪＡ管内の農業法人２２

団体（４０名）にご参加いただきました。 

個別ニーズに応じた資金相談について、物価高騰 

や子牛下落に関する資金相談の強化に取り組み、 

１２０件６３５百万円お力添えすることができました。 

 

 

 

 

 
【【ＪＪＡＡみみややぎぎ仙仙南南農農業業法法人人研研修修会会】】  

【圃場視察の様子】 【丸森町内のブロッコリー畑】 
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令令和和６６年年度度のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

取取りり組組みみ結結果果  

 
③③ママーーケケッットトイインンにに基基づづくく農農畜畜産産物物のの生生産産振振興興  

実需と結びつきがある買取米については、戦略的な集荷対策として、販売動向等を見極め

ながら柔軟な対応で取り組みました（買取米契約数量４,６６８袋）。ＪＡ管内の環境に適した栽

培や生産条件を加味した、こだわり米１,１８６ha とふるさと米７４３ha の生産に取り組みまし

た。飼料用米については、水田を主食用米以外に活用する目的で戦略的作物として位置付け、

省力・多収栽培技術など生産コストの低減に繋がりました（４９３ha）。 

園芸作物の生産面積拡大に向けた生産販売マッチングに取り組み、そら豆７ａ、つるむらさき

１０ａ、ブロッコリー140ａなど、主要１１品目を中心に面積を拡大することができました。また、農

業法人がパイプハウスリース事業により導入した施設を活用し、新たにつるむらさき栽培を開

始することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④トトーータタルルココスストト低低減減にによよるる農農業業所所得得のの確確保保  
昨年に続き農薬価格の上昇等による影響から取扱量が停滞しましたが、大型規格農薬を掲

載した春資材予約注文書の取りまとめとともに、Ｅ－ＳＨＯＰ（Ｗｅｂ）の予約注文キャンペーンを

開催し、供給換算面積は２,５９０ha となりました。 

農機事業では、各種農機具の故障リスクを減らすため、 

田植機７０台、コンバイン６５台の点検整備を実施しました。 

令和６年産の主食用米は取引価格の高騰により、 

フレコン出荷数量は８,５５４t となりました。 

課題解決に向けた実践に引き続き取り組んでまいります。 

 

⑤⑤めめぐぐみみ野野のの取取りり組組みみ拡拡充充にによよるる産産消消提提携携活活動動のの推推進進  
みやぎ生協と取り組んだめぐみ野事業については、今年度も猛暑が続く環境の中、生産者の

思いがつまった「めぐみ野」商品の生産に取り組みました。また、店舗販売促進活動やメンバ

ー・生協職員へ向けた学習会に参加するなど生産者と消費者の食に対する思いを結ぶ「産消

直結」の取り組みに邁進しました。この結果、めぐみ野商品取扱総額は 

１,４５５百万円（園芸・米穀・鶏卵・養豚・納豆・梅干・加工）となりました。 

 

ＪＡみやぎ仙南 Ｅ－ＳＨＯＰ 

パソコンやスマートフォンから 
資資材材注注文文ががででききまますす  

【【出出荷荷目目揃揃いい会会（（蔵蔵王王地地区区））】】  

ＪＡ管内の仙台牛ブランド確立では、肉質向上に向け

た共進会や勉強会などを通じて、消費者ニーズにあった

良質牛生産を展開してまいりました。この取り組みによ

り、昨年を上回る仙台牛格付率となり、生産者の意欲向

上にも繋がりました。また、次の全国和牛能力共進会を

見据え肉用牛総合対策事業による保留活動の展開や、

新規の優良繁殖雌牛更新事業を活用し生産基盤の拡

充に努めました。 
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令令和和６６年年度度のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

取取りり組組みみ結結果果 

ⅡⅡ..地地域域活活性性化化ププラランン 

「 地域の活性化」 に向け組合員と 地域の皆様の多様なニーズに応え、 当Ｊ Ａ

ら し いサービスを 展開し ていく ためのプラ ン。  

 地域の課題解決や持続可能な社会の実現に貢献し ます。  

 

 

①①組組合合員員とと地地域域ののニニーーズズにに応応ええるる総総合合事事業業のの展展開開  
信用事業では、ライフプランサポートの実践と継続的なアフターフォローに取り組みました。さ

らに、お客様の多様なニーズに合わせて、セミナーやイベント等を通じ、金融商品のご提案と情

報提供に努めました。 

共済事業では、組合員・利用者に寄り添った「安心」と「満足」の提供に向け、積極的な３Ｑ

活動に取り組みました。また、JＡ共済学童軟式野球大会等の各種イベントや、はじまる活動等

による次世代者層との接点づくりとアプローチに努めました。このほか、ＴＡＣ課と連携し、法人

研修会を通じて、「農業リスク」に備えるための共済商品をご案内いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

介護事業では、健康イベントを開催したほか、人形供養祭や終活セミナー、女性大学等でも

体験型介護教室を開催し、介護事業のＰＲとともに地域高齢者の介護予防運動に取り組みまし

た。さらに、地域のケアマネジャー及び包括支援センターの方々に福祉用具展示会に参加して

いただき、体験会等を通じて連携を深め、新しく８７名の方にご利用いただきました。 

葬祭事業では、葬儀プランに対するオプションや見直しをご案内させていただき、多くの方に

充実した葬儀を執り行うことができました。新サービスについては、幅広いニーズに対応できる

よう、ペット葬儀用品の取扱いを開始したほか、相続相談を含めた遺品整理など、次年度よりサ

ービスを開始します。 

自動車事業では、車両販売時にメンテナンスパックの 

お声がけをさせていただき、車両購入者の方にご契約 

いただきました。引き続き広くお伝えするとともに、 

お客様へのフォローを強化し、サービス内容を 

ブラッシュアップさせ、さらに付加価値を高めます。 

 
【体験型介護教室】 

【【JJＡＡ共共済済学学童童軟軟式式野野球球大大会会】】  【【ススママホホ教教室室（（白白石石支支店店））】】  
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令令和和６６年年度度のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

取取りり組組みみ結結果果 

②②地地域域のの特特性性をを活活かかししたた地地域域活活性性化化活活動動のの展展開開  
くらし相談課による農業体験・女性大学・JＡこども大学等については、「地域の農業に対する

理解」「女性の仲間づくり」「防災の意識向上、エコ活動の知識向上」などを目的としたイベン

トとして実施させていただき、多くの方にご参加いただきました。また、各地区事業本部による支

店協同活動として、地域清掃活動や親子イベント、体験教室など、地域の特性を活かした活動

を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当Ｊ Ａ ら し いサービ スを提供するために、 総合事業体と し て経営を維持する た

めのプラ ン。 収支改善やコ ン プラ イ アン ス経営の実践等によ り 経営の強化と 安定

化を図り ます。  

 

ⅢⅢ..経経営営強強化化ププラランン 

①①将将来来見見通通ししをを踏踏ままええたた経経営営計計画画のの策策定定・・見見直直しし  
 

 

 

 

 

 

 

②②不不祥祥事事未未然然防防止止対対策策、、内内部部統統制制のの強強化化にによよるる経経営営のの健健全全性性のの確確保保  
ＪＡグループとして全国的に求められている不祥事防止対策や当ＪＡの事務ミスの傾向に合

ったコンプライアンス・プログラムを策定・実践しました。 

年間計画に基づく内部監査の実施や各事業部門のリスク管理担当を中心とした指導・点検

により、経営の健全性確保に取り組みました。 

取取りり組組みみ結結果果  

 

【農業体験の様子】 【女性大学 
（米粉ピザ作り）】 

【ポーセラーツ教室 
（蔵王地区）】 

【親子イベント（村田地区）】 

第８次中期経営計画策定時の状況や単年度毎の見直しを行い、令

和６年度版経営シミュレーションへの反映を行うとともに実績の進捗

管理を実施しました。また、次年度計画策定に向けて、令和７年版経営

シミュレーションの作成に取り組みました。自己資本比率をはじめとす

る指定基準（ＪＡバンク基本方針等）についても、安全な水準となって

おり、当ＪＡらしいサービスを継続するための経営基盤確保に取り組み

ました。 
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令令和和６６年年度度のの取取りり組組みみ状状況況ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取取りり組組みみ結結果果 

ⅣⅣ..組組織織強強化化ププラランン 

組合員の加入促進や意識醸成、 関係性の強化に取り 組むと と も に、 組合員の声

を運営に反映さ せていく ためのプラ ン。 また、 地域や当Ｊ Ａ の魅力を 発信するこ

と や業務改善を 行う こ と で当Ｊ Ａ の価値を高め、 組織力を向上さ せていき ます。  

 

 

①①ＪＪＡＡへへのの理理解解促促進進ととメメンンババーーシシッッププのの強強化化  
 

 

 

 

 

 

 

 

②②協協同同組組合合活活動動・・事事業業活活動動をを担担うう人人材材育育成成とと確確保保  
各部門の人材育成により資格取得、専門性の強化に取り組みました。また、従来の基本方針

を見直し、目指すべき職員像を示した「人材育成ひとづくり基本方針」を策定しました。 

取取りり組組みみ結結果果  

 
③③激激ししいい環環境境変変化化へへ適適応応ででききるる経経営営体体制制整整備備  

ＳＮＳを活用した広報では、ＪＡの事業活動や組織の魅力発信に向けて週次の更新に取り組

みました。また、地域広報活動の強化に向けて地域コミュニティ誌を発刊し、幅広く情報発信を

行いました。支店窓口では、デジタルサイネージ（電子看板）を活用し、組合員・利用者へ金利

情報・キャンペーン情報等をご案内しました。組合員・利用者の利便性に向けて、来店不要の手

軽で便利な非対面サービス（ＪＡバンクアプリプラス、ＪＡバンクアプリ、ＪＡ共済Ｗｅｂマイページ）

のＰＲを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

【舟山組合長と職員による 
組組合合員員訪訪問問のの様様子子】】  

准組合員の意思反映と事業参画に向けた取り組みとしてア

ンケートにご協力いただきました。さらに今年度からは、事業評

価調査（アセスメント）を実施し、当ＪＡの事業や運営体制に関

するご意見等をいただくことができました。同内容については、

広報誌れいんぼーやホームページに掲載しております。正組合

員への個別訪問は９,３７６件となりました。このほか、中期経営

計画策定にご協力いただいた皆様と意見交換をさせていただ

きました。 

不稼働資産の活用に向けて、計画に基づ

き賃貸借契約の整理や建物売買を進め、

年間１８０万円の費用削減に繋がりました。 

緊急時の事業継続に向けて、安否確認

の補助ツールシステムを導入し、既存マニュ

アルと合わせ各職員へ周知を行いました。 
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